
要
旨
京
都
大
学
附
属
図
書
館
に
、
京
都
の
本
屋
「
文
栄
堂
」
の
一
次
史
料
が
収
蔵
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
な
か
の
一
冊
『
新
本
売
買
明
細
帳
』

に
は
、
仕
入
れ
、
卸
し
、
小
売
り
の
実
態
が
事
細
か
に
記
録
さ
れ
て
い
る
。
本
屋
は
本
を
ど
こ
で
、
い
く
ら
で
仕
入
れ
、
ど
こ
に
、
い
く
ら
で

卸
し
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
あ
る
い
は
、
誰
に
い
く
ら
で
売
っ
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
本
稿
で
は
、
営
業
文
書
の
分
析
を
と
お
し
て
、
文
栄
堂

に
お
け
る
出
版
環
境
の
実
態
を
報
告
す
る
。

文
栄
堂
の
出
版
環
境

磯
部
敦
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京
都
大
学
附
属
図
書
館
に
、
京
都
の
仏
書
屋
「
文
栄
堂
」
（
法
文
館
、
主
は
沢
田
友
五
郎
）
の
内
部
史
料
が
収
蔵
さ
れ
て
い
る
。
『
京
都

耆
籍
出
版
文
書
』
と
題
さ
れ
た
そ
の
文
書
は
、
『
新
版
彫
刻
控
』
、
『
新
本
売
買
明
細
帳
』
甲
乙
、
「
入
銀
帳
』
な
ど
の
計
一
三
点
で
構
成
さ

（
１
）

れ
る
。
前
稿
「
説
教
学
全
書
の
製
作
費
用
ｌ
明
治
二
○
年
代
後
半
、
京
都
の
本
屋
〈
文
栄
堂
〉
の
史
料
か
ら
ｌ
」
で
は
、
明
治
一
二

年
二
月
か
ら
明
治
三
二
年
一
月
ま
で
の
版
権
登
録
願
や
制
作
費
用
の
見
積
も
り
な
ど
を
記
録
し
た
『
新
版
彫
刻
控
』
を
と
り
あ
げ
、
そ
の

分
析
を
と
お
し
て
書
籍
の
製
産
現
場
の
実
態
を
報
告
し
た
。
本
稿
で
は
、
文
栄
堂
の
仕
入
れ
や
卸
、
小
売
り
を
記
録
し
た
『
新
本
売
買
明

細
帳
」
甲
乙
号
を
分
析
対
象
と
し
、
文
栄
堂
に
お
け
る
出
版
環
境
の
実
態
を
報
告
す
る
。

い
ま
「
出
版
」
と
い
う
営
為
を
「
製
産
」
「
流
通
」
「
享
受
」
の
三
要
素
に
分
け
る
な
ら
ば
、
本
稿
の
射
程
は
「
流
通
」
に
定
め
ら
れ
て

い
る
。
狭
義
の
出
版
事
業
だ
け
で
本
屋
経
営
が
成
り
立
つ
は
ず
な
ど
な
く
、
だ
と
す
れ
ば
、
書
籍
を
や
り
く
り
す
る
「
流
通
」
に
こ
そ
経

営
の
屋
台
骨
と
い
う
べ
き
も
の
が
あ
る
。
書
籍
を
ど
こ
か
ら
い
く
ら
で
ど
の
よ
う
に
仕
入
れ
、
ど
こ
に
い
く
ら
で
卸
し
、
あ
る
い
は
誰
に

い
く
ら
で
売
っ
た
の
か
。
書
籍
そ
の
も
の
に
は
あ
ら
わ
れ
な
い
ゆ
え
に
も
っ
と
も
解
明
し
に
く
く
、
け
れ
ど
も
当
た
り
前
に
抱
く
で
あ
る

（
２
）

う
疑
問
に
つ
い
て
、
『
新
本
売
買
明
細
帳
」
は
詳
細
に
語
っ
て
く
れ
る
だ
ろ
う
。

な
お
文
栄
堂
の
来
歴
、
お
よ
び
『
京
都
書
籍
出
版
文
書
」
の
内
訳
と
内
容
に
つ
い
て
は
前
槁
で
述
べ
て
あ
る
の
で
、
あ
わ
せ
て
参
照
し

て
い
た
だ
き
た
い
。

は
じ
め
に
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１
．
１
規
模

ま
ず
は
、
『
新
本
売
買
明
細
帳
』
甲
一
号
・
同
甲
二
号
・
同
乙
一
号
の
性
質
を
考
え
る
と
こ
ろ
か
ら
始
め
る
こ
と
に
し
た
い
。

『
明
細
帳
』
は
甲
乙
二
号
に
分
け
ら
れ
て
お
り
、
甲
号
が
自
家
蔵
版
書
籍
の
卸
小
売
記
録
、
乙
号
は
他
騨
か
ら
仕
入
れ
た
書
籍
の
卸
小

売
記
録
と
な
っ
て
い
る
。
さ
し
あ
た
っ
て
一
例
を
あ
げ
て
み
よ
う
。

甲
号
が
「
卸
／
小
売
日
・
相
手
・
部
数
」
を
記
録
す
る
の
に
対
し
て
、
乙
号
は
「
卸
／
小
売
日
・
相
手
・
部
数
・
卸
値
」
と
い
う
記
録

の
と
り
方
に
違
い
が
あ
る
け
れ
ど
、
こ
れ
は
自
家
蔵
版
書
籍
の
卸
や
小
売
に
つ
い
て
は
別
に
通
い
帳
が
存
し
た
こ
と
か
ら
く
る
差
異
で
あ

ろ
う
。
た
だ
し
『
京
都
書
籍
出
版
文
書
』
の
な
か
に
、
こ
の
時
期
の
通
い
帳
は
み
あ
た
ら
な
い
。

『
明
細
帳
』
の
採
録
期
間
は
、
甲
一
号
が
明
治
二
四
年
一
○
月
か
ら
明
治
二
六
年
六
月
ま
で
、
甲
二
号
が
明
治
二
六
年
七
月
か
ら
明
治

三
一
年
七
月
頃
ま
で
、
乙
一
号
が
明
治
二
五
年
か
ら
明
治
三
二
年
頃
ま
で
と
な
っ
て
い
る
。
と
こ
ろ
で
、
『
明
細
帳
』
各
記
録
末
尾
に

辰
七
月
二
九
日
越
市

【
乙
号
】
『
冠
導
倶
舎
論
』

辰
一
○
月
一
○
日
岩
堀

【
甲
号
】
『
伝
通
縁
起
講
義
』

辰
七
月
二
九
日
越
中
学
海
堂

１
品
揃
え

岩
瀬
様

十
部

一
部
見
白
テ
ル
メ
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「
巳
六
上
」
「
巳
六
合
上
」
「
巳
六
済
」
と
い
っ
た
朱
印
が
押
捺
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
、
明
治
二
六
年
六
月
に
棚
卸
し
が
あ
っ
た
こ
と

を
示
す
も
の
で
あ
る
。
「
済
」
は
捌
き
き
っ
た
こ
と
を
、
「
合
」
は
帳
簿
と
残
部
が
合
致
し
た
こ
と
を
、
「
上
」
は
甲
二
号
に
帳
簿
記
録
を

移
し
た
こ
と
を
あ
ら
わ
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
。
ま
た
、
在
庫
と
帳
簿
が
合
致
し
て
い
な
か
っ
た
ば
あ
い
は
、
各
記
録
の
冒
頭
に
「
何
部
不

足
」
と
記
す
こ
と
に
な
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
明
治
二
六
年
六
月
に
行
わ
れ
た
棚
卸
し
の
記
録
を
も
と
に
文
栄
堂
の
品
揃
え
を
再

現
し
て
み
る
と
、
こ
の
と
き
文
栄
堂
に
は
一
三
六
二
点
・
一
五
二
八
六
部
の
書
籍
類
が
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
れ
に
蔵
版
書
籍
の
板

木
や
紙
型
も
保
持
し
て
い
た
と
考
え
れ
ば
結
構
な
量
に
な
る
と
思
わ
れ
る
の
だ
が
、
こ
れ
は
、
相
対
的
に
ど
の
程
度
の
規
模
で
あ
っ
た
の

（
３
）

害
騨
の
営
業
規
模
を
推
し
は
か
る
指
標
の
ひ
と
つ
に
、
所
得
納
税
額
が
あ
る
。
直
接
に
比
較
検
討
す
る
他
騨
の
一
次
史
料
は
み
あ
た
ら

な
い
の
で
、
本
稿
で
も
こ
の
方
法
か
ら
考
え
て
み
よ
う
と
思
う
の
だ
が
、
課
税
対
象
額
が
す
べ
て
「
書
籍
」
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
か
ど

う
か
ま
で
判
然
と
し
な
い
と
い
う
方
法
的
限
界
が
あ
る
こ
と
に
は
留
意
し
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
。

（
４
）

さ
て
、
明
治
三
○
・
三
一
年
度
調
査
の
所
得
税
納
税
額
を
掲
載
す
る
「
日
本
全
国
商
工
人
名
録
』
に
は
京
都
の
書
籍
商
が
一
五
陣
列
記

さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
を
多
額
納
税
順
に
掲
げ
て
み
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

だ
ろ
う
か
。

藤
井
孫
兵
衛

東
枝
吉
兵
衛

村
上
勘
兵
衛

藤
井
佐
兵
衛

今
井
太
郎
右
衛
門

七七八八八
円円円円円
二九九

七一六二六
銭銭銭銭銭

六
厘
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（
５
）

「
桂
う
の
」
の
素
性
は
不
明
で
あ
る
が
、
明
治
一
○
年
に
津
逮
堂
吉
野
屋
大
谷
仁
兵
衛
よ
り
独
立
開
業
し
た
開
益
堂
細
川
渭
助
の
ほ
か

は
、
い
ず
れ
も
江
戸
時
代
以
来
つ
づ
い
て
い
る
書
籍
商
で
あ
る
。
文
栄
堂
の
課
税
対
象
額
は
三
九
四
円
で
、
所
得
税
額
順
に
み
れ
ば
一
五

蝉
の
う
ち
一
二
番
目
と
い
う
低
位
で
は
あ
る
が
、
京
都
に
あ
ま
た
存
在
す
る
本
屋
の
な
か
で
所
得
税
三
円
九
四
銭
を
納
め
る
だ
け
の
営
業

規
模
を
も
ち
、
文
昌
堂
永
田
調
兵
衛
か
ら
分
家
し
た
と
い
う
血
統
と
も
あ
い
ま
っ
た
家
格
と
信
用
は
あ
っ
た
か
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、

「
姻
戚
関
係
や
師
弟
関
係
で
の
つ
な
が
り
が
強
く
」
残
っ
て
い
る
と
い
う
「
仏
教
書
の
出
版
社
」
た
ち
の
関
係
性
は
、
仏
書
の
需
要
供
給

（
６
）

網
を
安
定
さ
せ
る
一
因
と
な
っ
て
お
り
、
そ
れ
が
ま
た
自
家
の
営
み
を
永
続
さ
せ
る
こ
と
に
つ
な
が
っ
て
い
く
の
で
あ
る
。

田
中
治
兵
衛

出
雲
寺
文
次
郎

大
谷
仁
兵
衛

永
田
長
右
衛
門

西
村
七
兵
衛

西
村
九
郎
右
衛
門

沢
田
友
五
郎

福
井
源
次
郎

桂
う
の

細
川
渭
助

四四四六六
円円円円円
二四九二八
五二七七二
銭銭銭銭銭

三
円
九
四
銭

三
円
九
一
銭

三
円
七
五
銭

三
円
四
二
銭

四
円
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甲
二
号
で
は
「
戻
り
本
之
部
」
が
増
設
さ
れ
、
「
郵
券
出
入
扣
」
も
「
弐
銭
券
出
入
扣
」
「
三
銭
券
出
入
扣
」
「
壱
銭
券
出
入
扣
」
「
五
厘

券
出
入
扣
」
と
細
分
化
さ
れ
て
い
る
以
外
は
ま
っ
た
く
お
な
じ
項
目
で
あ
る
。
「
儒
書
之
部
」
に
列
記
さ
れ
て
い
る
の
は
二
八
点
。
『
文
久

廿
六
家
絶
句
」
『
近
世
名
家
詩
妙
」
の
よ
う
な
漢
詩
文
類
、
『
大
学
」
「
中
庸
』
「
蒙
求
経
典
余
師
」
か
ら
『
万
々
雑
書
三
世
相
』
『
俳
譜
季

寄
鑑
』
な
ど
、
仏
書
以
外
の
書
籍
が
列
記
さ
れ
て
い
る
。
ほ
と
ん
ど
が
江
戸
時
代
後
期
、
沢
田
友
七
郎
時
代
の
刊
行
物
で
あ
る
。
友
五
郎

『
明
細
帳
』
各
号
の
版
心
に
は
朱
紙
付
簔
が
貼
付
さ
れ
て
い
て
、
そ
こ
に
分
類
項
目
が
墨
書
さ
れ
て
い
る
。
ま
ず
は
甲
一
号
の
分
類
か

ら
み
て
い
く
が
、
各
分
類
の
下
に
、
明
治
二
六
年
六
月
棚
卸
し
時
点
で
の
残
存
点
数
を
記
し
て
お
く
。

た
い
。 本
節
で
は
、
明
治
二
六
年
六
月
の
棚
卸
し
に
戻
り
、
一
三
五
九
点
・
一
五
二
八
六
部
の
書
籍
群
の
内
訳
に
つ
い
て
み
て
い
く
こ
と
に
し

小
本
之
部

半
紙
本
之
部

大
本
之
部

真
宗
勧
行
並
二
折
経
之
部

活
版
物
ノ
部

儒
害
之
部

郵
券
出
入
扣

１
．
２
分
類

一五七六一
八一○○九二
占占占占占占
ﾉ､、､J､、、ﾉ、､､ノ､､、ノ､､、J､、、
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の
代
に
な
っ
て
仏
書
出
版
に
集
中
し
て
い
っ
た
様
子
が
、
こ
こ
か
ら
う
か
が
え
よ
う
。

仏
書
で
は
、
他
宗
派
と
の
共
通
テ
キ
ス
ト
な
ど
は
相
合
で
出
版
に
関
与
し
て
い
る
形
跡
が
み
う
け
ら
れ
る
が
、
圧
倒
的
に
多
い
の
は
真

（
７
）

宗
関
係
の
書
籍
で
あ
ろ
う
。
明
治
一
○
年
代
に
は
東
本
願
寺
の
御
用
害
騨
に
指
定
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
本
山
教
育
課
蔵
版
書
籍
の
売
り
捌

き
も
担
当
す
る
な
ど
、
真
宗
大
谷
派
と
の
繋
が
り
は
文
栄
堂
の
営
為
に
大
き
く
関
わ
っ
て
く
る
も
の
で
あ
っ
た
。

さ
て
、
対
す
る
乙
号
の
分
類
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
甲
号
と
同
様
、
棚
卸
し
時
点
で
の
残
存
点
数
を
明
記
し
て
お
く
。

記画字漢教仏在仏一仏仏仏
事引類学育書家耆枚害書害
論以之之課預勧／摺／／／
説呂部部蔵物行活図小半大
／波版及版之本紙本
用引物御洋部之本之
文及経本部之部
章紋之部
帳部

三四一五九九八八八八
二二四三六三二五四七一八
占占占占占占占占占占占占
J､、、J､、､ﾉ､､､ﾉ､､､ﾉ､、、ﾉ､､、ﾉ､､、ﾉ､､、J､､、ﾉ､､、ﾉ､､、ﾉ、、、
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浄
土
宗
や
曹
洞
宗
な
ど
の
書
籍
も
若
干
数
取
り
扱
っ
て
い
る
が
、
仏
書
の
中
核
を
な
し
て
い
る
の
は
、
や
は
り
真
宗
関
係
の
書
籍
で
あ

る
。
項
目
は
書
型
別
。
確
か
に
仏
書
の
ば
あ
い
、
和
讃
や
御
文
な
ど
は
小
本
、
起
信
論
な
ど
の
テ
キ
ス
ト
や
注
釈
書
類
は
半
紙
本
や
大
本

と
い
っ
た
ぐ
あ
い
に
書
型
で
ほ
ぼ
大
別
す
る
こ
と
は
可
能
で
あ
る
。
文
栄
堂
の
書
籍
目
録
と
し
て
は
、
明
治
二
六
年
一
月
『
活
版
蔵
版
発

売
書
籍
目
録
』
が
あ
る
よ
う
だ
が
、
筆
者
未
見
の
た
め
当
該
文
書
の
項
目
比
較
は
な
し
え
な
い
。
ち
な
み
に
時
代
は
く
だ
る
け
れ
ど
も
、

明
治
四
四
年
四
月
改
正
『
法
文
館
図
書
目
録
』
に
お
け
る
分
類
項
目
は
、
「
蔵
版
書
籍
目
録
」
と
「
発
売
書
籍
目
録
」
に
大
別
し
た
う
え

画
手
本
之
部

詩
作
之
部

和
歌
俳
譜
冠
句

立
花
生
花
部

團
碁
将
碁

易
書
及
雑
書

大
工
雛
形
之
部

図
及
名
所
道
中
記

小
説
及
雑
害
ノ
洋
本

往
来
物
／
百
人
一
首
／
女
大
学

英
書
ノ
部

雑
書

一 一一 一

荷二一 一 一 一

一 一 一一

五一四七六九五○六一一＋プ
占占占占占占占占占占占占
ﾉ､、、ﾉ､､、ﾉ､､､ﾉ､､､ﾉ､､、〃､､､〃､､、〃､､､〃､､、J､､､‘､､､J,､、
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１
．
３
品
揃
え

先
ほ
ど
の
分
類
項
目
で
明
ら
か
な
よ
う
に
、
文
栄
堂
の
取
り
扱
い
書
籍
は
仏
書
だ
け
で
は
な
く
、
漢
籍
に
和
歌
俳
譜
、
往
来
物
に
小
説

囲
碁
将
棋
と
広
範
な
ジ
ャ
ン
ル
に
及
ん
で
い
た
。
点
数
で
目
に
つ
く
の
は
、
「
漢
学
之
部
」
五
三
点
、
「
和
歌
俳
譜
冠
句
」
五
一
点
、
「
画

引
以
呂
波
引
及
紋
帳
」
四
二
点
、
「
小
説
及
雑
害
ノ
洋
本
」
三
七
点
、
「
易
言
及
雑
書
」
三
五
点
、
「
雑
言
」
三
五
点
、
「
記
事
論
説
／
用
文

章
」
三
二
点
、
「
図
及
名
所
道
中
記
」
二
六
点
と
い
っ
た
あ
た
り
だ
ろ
う
か
。

「
漢
学
之
部
」
に
列
記
さ
れ
て
い
る
の
は
、
『
国
史
略
」
、
『
日
本
外
史
』
、
『
文
章
軌
範
』
、
『
十
八
史
略
』
な
ど
漢
文
で
記
さ
れ
た
も
の
。

だ
い
た
い
一
部
か
ら
三
部
ず
つ
ほ
ど
し
か
仕
入
れ
て
お
ら
ず
、
売
り
上
げ
も
一
年
に
一
部
と
い
っ
た
と
こ
ろ
。
そ
の
な
か
で
『
明
治
国
史

略
』
や
川
越
版
『
日
本
外
史
』
、
岡
本
仙
助
版
『
四
書
講
義
』
や
「
十
八
史
略
講
義
』
な
ど
は
、
月
に
一
、
二
部
ず
つ
売
れ
て
お
り
、
仕

入
れ
も
頻
繁
に
行
っ
て
い
る
。
こ
の
時
期
に
お
い
て
も
テ
キ
ス
ト
と
し
て
の
需
要
は
多
か
っ
た
よ
う
だ
。

「
和
歌
俳
譜
冠
句
」
に
は
、
文
字
ど
お
り
の
書
籍
類
が
列
記
さ
れ
て
い
る
が
、
部
数
じ
た
い
は
少
な
く
、
い
ず
れ
も
一
部
か
ら
三
部
と

い
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
こ
の
項
目
に
は
他
に
『
万
葉
集
』
や
『
古
今
和
歌
集
』
な
ど
の
歌
集
、
そ
れ
に
関
連
し
て
の
こ
と
で
あ
ろ
う
、

『
竹
取
物
語
』
や
『
伊
勢
物
語
」
、
『
十
六
夜
日
記
」
な
ど
も
列
記
さ
れ
て
い
る
。
『
士
佐
日
記
』
や
『
徒
然
草
』
に
関
し
て
は
、
本
文
だ
け

で
な
く
注
釈
害
も
取
り
揃
え
て
い
る
。
ほ
と
ん
ど
が
店
売
り
で
、
購
買
者
の
詳
細
は
明
ら
か
で
は
な
い
。

「
画
引
以
呂
波
引
及
紋
帳
」
に
列
記
さ
れ
て
い
る
紋
帳
は
数
点
の
み
で
、
ほ
と
ん
ど
が
「
画
引
」
「
以
呂
波
引
」
の
節
用
集
や
字
書
の
類
。

こ
れ
も
ま
た
い
ろ
ん
な
種
類
を
数
点
ず
つ
仕
入
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
傾
向
は
「
易
書
及
雑
書
」
「
記
事
論
説
／
用
文
章
」
な
ど
に
お
い

で
、
下
位
分
類
と
し
て
「
倶
舎
之
部
／
唯
識
之
部
／
三
論
之
部
／
因
明
之
部
／
華
厳
之
部
／
天
台
之
部
／
真
言
之
部
／
禅
宗
之
部
／
浄
土

之
部
／
真
宗
之
部
／
説
教
法
話
之
部
／
真
宗
勤
行
之
部
／
御
経
過
去
帖
之
部
／
雑
部
／
普
通
書
之
部
」
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。
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藤
版
」

い
る
。

て
も
指
摘
で
き
る
。
い
ま
人
気
の
あ
る
書
籍
を
大
量
に
仕
入
れ
る
の
で
は
な
く
、
何
年
経
っ
て
も
確
実
に
売
れ
る
商
品
を
少
部
数
仕
入
れ
、

時
間
を
か
け
な
が
ら
も
全
部
売
り
切
る
と
い
う
傾
向
が
あ
る
よ
う
だ
。

「
小
説
及
雑
書
ノ
洋
本
」
に
列
記
さ
れ
て
い
る
『
真
田
三
代
記
』
『
大
岡
政
談
』
『
絵
本
西
遊
記
』
な
ど
は
ボ
ー
ル
表
紙
の
洋
装
本
か
と

思
わ
れ
る
が
、
一
部
ず
つ
し
か
仕
入
れ
て
お
ら
ず
、
ま
た
売
り
捌
い
た
あ
と
仕
入
れ
た
形
跡
も
み
ら
れ
な
い
。
一
方
、
『
親
篭
一
代
記
』

や
『
日
蓮
上
人
一
代
記
』
は
一
○
部
以
上
仕
入
れ
て
お
り
、
売
り
捌
い
た
あ
と
で
も
本
市
な
ど
で
仕
入
れ
て
い
る
。
お
な
じ
翻
刻
本
で
も

仏
教
に
関
係
し
て
く
る
読
み
物
に
は
重
点
を
置
い
て
い
た
よ
う
だ
。
講
談
速
記
本
や
小
説
に
つ
い
て
は
個
別
タ
イ
ト
ル
が
み
あ
た
ら
ず
、

「
小
説
色
々
」
「
半
紙
形
小
説
色
々
」
「
切
付
小
説
小
形
」
な
ど
と
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
内
実
は
不
明
だ
が
、
講
談
速
記
本
な
ど
は
こ
こ

に
一
括
管
理
さ
れ
て
い
た
か
と
思
し
い
。
一
括
管
理
と
い
え
ば
、
ほ
か
に
「
寸
珍
切
附
絵
本
」
「
寸
珍
絵
本
内
藤
版
」
と
い
う
項
目
も
み

ら
れ
、
こ
れ
ま
た
そ
の
内
実
は
不
明
だ
け
れ
ど
、
こ
れ
ら
は
明
治
一
○
年
代
中
ご
ろ
か
ら
盛
ん
に
刊
行
さ
れ
る
銅
版
草
双
紙
の
こ
と
で
あ

ろ
う
。
京
都
で
は
明
治
二
○
年
代
、
内
藤
彦
太
郎
が
整
板
・
銅
版
の
豆
本
を
た
く
さ
ん
刊
行
し
て
お
り
、
そ
れ
ら
を
ひ
っ
く
る
め
て
「
内

（
８
）

藤
版
」
と
称
し
て
い
た
か
。
こ
う
し
た
子
ど
も
向
け
絵
本
の
ほ
か
に
、
軍
歌
、
美
談
集
や
立
志
伝
な
ど
の
書
籍
も
五
部
ず
つ
ほ
ど
揃
え
て

ま
ず
、
錦
絵
や
新
聞
雑
誌
の
類
は
な
い
。
．
枚
摺
図
之
部
」
に
分
類
さ
れ
て
い
る
の
は
『
極
楽
道
中
双
六
』
『
仏
法
双
六
』
の
よ
う
な

仏
教
関
係
の
も
の
だ
し
、
雑
誌
と
し
て
は
『
法
話
金
言
録
』
の
一
五
～
一
七
号
が
乙
号
「
仏
書
小
本
之
部
」
に
み
ら
れ
る
ほ
か
、
真
宗
系

の
仏
教
雑
誌
『
日
本
亘
が
乙
号
「
仏
書
預
物
」
の
下
位
分
類
「
共
益
義
会
日
本
一
」
に
、
「
日
清
戦
争
実
記
」
八
編
か
ら
二
八
編
が

「
雑
書
」
に
列
記
さ
れ
て
い
る
の
み
で
あ
る
。

た
わ
け
で
は
な
い
。

出
版
事
業
を
仏
書
に
限
り
、
そ
の
ほ
か
の
書
籍
は
仕
入
れ
で
ま
か
な
お
う
と
し
て
い
る
が
、
も
ち
ろ
ん
何
で
も
か
ん
で
も
仕
入
れ
て
い
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専
門
害
も
み
か
け
な
い
が
、
た
と
え
ば
医
学
書
の
ば
あ
い
、
定
価
販
売
が
同
盟
規
約
で
取
り
き
め
ら
れ
て
お
り
、
そ
れ
ゆ
え
卸
正
味
も

（
胆
）

高
値
に
な
ら
ざ
る
を
え
な
い
こ
と
、
そ
し
て
非
同
盟
員
に
も
こ
れ
が
徹
底
さ
れ
て
い
た
と
い
う
事
情
も
あ
っ
た
こ
と
に
拠
っ
て
い
よ
う
。

法
学
書
、
経
済
害
、
農
学
害
の
類
や
、
い
わ
ゆ
る
文
学
害
が
み
あ
た
ら
な
い
の
も
、
購
買
者
が
限
定
さ
れ
る
と
い
う
事
情
に
拠
る
も
の
だ

ろ
う
。
『
刑
事
治
罪
法
註
釈
」
や
『
刑
事
訴
訟
法
註
釈
」
な
ど
は
「
小
説
及
雑
書
ノ
洋
本
」
に
分
類
さ
れ
て
い
る
が
、
『
現
行
書
式
全
書
』

な
ど
と
と
も
に
実
用
書
と
し
て
揃
え
た
も
の
か
と
思
わ
れ
る
。

如
上
、
娯
楽
書
や
往
来
物
な
ど
仏
書
以
外
の
書
籍
も
多
く
取
り
揃
え
て
は
い
る
が
、
文
栄
堂
の
メ
イ
ン
は
、
や
は
り
真
宗
を
中
心
に
据

え
た
仏
書
で
あ
る
。
「
八
宗
綱
要
』
な
ど
の
テ
キ
ス
ト
類
を
は
じ
め
、
和
讃
や
勤
行
集
と
い
っ
た
実
用
書
な
ど
の
仕
入
・
在
庫
が
大
部
に

な
っ
て
い
る
の
は
、
こ
れ
ら
に
安
定
し
た
需
要
が
見
込
め
る
た
め
で
あ
っ
た
。
教
義
が
こ
ろ
こ
ろ
と
変
わ
る
は
ず
も
な
く
、
仕
入
れ
た
テ

キ
ス
ト
を
長
い
期
間
を
か
け
て
売
り
さ
ば
い
て
い
る
の
も
、
同
様
の
理
由
に
拠
ろ
う
。
明
治
二
○
年
代
以
降
、
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
た
説

教
演
説
の
関
係
害
も
積
極
的
に
仕
入
れ
て
お
り
、
新
し
い
動
き
に
も
目
を
配
っ
て
い
た
様
子
が
う
か
が
え
る
。
次
節
以
下
に
お
い
て
は
、

ど
の
よ
う
な
方
法
で
如
上
の
書
籍
類
を
仕
入
れ
て
い
た
の
か
に
つ
い
て
考
察
を
加
え
て
い
こ
う
と
思
う
。

教
科
書
に
つ
い
て
は
、
一
般
の
書
籍
と
は
異
な
っ
て
「
区
域
制
限
之
一
手
専
売
契
約
」
と
い
う
独
自
の
供
給
網
が
存
在
し
て
い
た
と
す

（
９
）

る
稲
岡
勝
「
明
治
検
定
教
科
書
の
供
給
網
と
金
港
堂
Ｉ
『
小
林
家
文
書
（
布
屋
文
庫
）
」
の
特
約
販
売
契
約
書
ｌ
」
の
指
摘
が
説
明

し
て
い
よ
う
。
こ
こ
で
い
う
教
科
書
と
は
一
般
の
学
校
で
用
い
ら
れ
る
テ
キ
ス
ト
を
さ
す
の
だ
が
、
仏
教
系
の
学
校
で
用
い
る
テ
キ
ス
ト

に
つ
い
て
い
え
ば
文
栄
堂
は
出
版
も
仕
入
も
お
こ
な
っ
て
い
た
よ
う
で
、
浄
士
宗
学
校
で
用
い
ら
れ
て
い
た
修
身
教
科
書
『
文
苑
説
林
』

（
岨
）

を
明
田
嘉
七
・
永
田
長
左
衛
門
・
沢
田
友
五
郎
・
村
上
勘
兵
衛
・
田
中
治
兵
衛
の
五
騨
相
合
で
出
版
し
て
い
る
。
ま
た
、
『
明
細
帳
』
乙

号
の
分
類
に
み
ら
れ
る
「
教
育
課
蔵
版
物
」
と
は
、
京
都
府
教
育
課
で
は
な
く
真
宗
本
山
教
育
課
の
こ
と
で
、
文
栄
堂
は
そ
の
売
り
捌
き

（
ｕ
）

を
担
当
し
て
い
る
。
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２
．
１
符
牒
と
仕
入
値

『
新
本
売
買
明
細
帳
』
乙
号
に
お
け
る
仕
入
れ
・
売
買
価
格
に
は
符
牒
が
用
い
ら
れ
て
い
る
の
だ
が
、
筆
者
が
計
算
し
た
と
こ
ろ
に
よ

れ
ば
、
符
牒
の
内
実
は
次
の
よ
う
に
な
ろ
う
か
と
思
う
。

『
唯
識
大
意
発
揮
』
は
明
治
一
九
年
四
月
、
文
昌
堂
永
田
長
左
衛
門
か
ら
刊
行
さ
れ
た
仏
書
で
、
小
山
憲
栄
著
。
定
価
は
四
○
銭
で
、

こ
の
符
牒
を
、
た
と
え
ば
「
明
細
帳
』
乙
一
号
に
み
え
る
『
唯
識
大
意
発
揮
』
（
仏
書
／
半
紙
本
之
部
）
に
あ
て
は
め
て
み
る
。

唯
識
大
意
発
揮
（
定
価
四
○
銭
）

明
治
二
六
年
三
月
一
四
日
沢
吉

二
月
二
○
日
円
琳
寺

一
二
月
七
日
店

１
．
２
．
３
．
４
．
５
．
６
．
７
．
８
．
９
・
加
・
円
・
銭
・
厘

シ
・
ム
・
見
・
セ
・
テ
・
ウ
・
リ
・
マ
・
サ
・
ル
・
白
・
メ
・
卜

２
仕
入
れ

一一一

部部部

ム
ル
ウ
メ

見
ル
メ

見
ル
メ

（
二
六
銭
）

（
三
○
銭
）

（
三
○
銭
）
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後
述
す
る
よ
う
に
、
交
換
会
で
は
「
仏
書
」
の
み
が
取
引
対
象
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
他
の
書
籍
は
本
市
で
仕
入
れ
て
い
た
よ
う
だ
。
た

と
え
ば
、
明
治
二
六
年
二
月
一
六
日
か
ら
一
八
日
に
開
催
さ
れ
た
大
谷
仁
兵
衛
主
催
の
本
市
に
お
け
る
入
手
書
籍
は
、
『
〔
大
阪
版
寸
珍
絵

本
〕
」
一
○
○
部
、
『
鳩
翁
道
話
』
『
〔
小
説
色
々
〕
』
各
二
○
部
、
「
仏
教
新
演
説
』
『
帝
国
実
業
新
用
文
』
『
小
倉
百
人
一
首
』
各
一
○
部
、

『
発
句
一
万
集
』
六
部
な
ど
計
二
八
八
部
に
の
ぼ
る
。
う
ち
「
徒
然
草
増
註
』
五
部
に
つ
い
て
は
「
替
」
と
あ
る
の
で
、
本
替
で
入
手
し

と
こ
ろ
で
右
引
用
文
に
拠
れ
ば
、
仏
書
交
換
会
は
明
治
二
六
年
一
月
に
初
め
て
お
こ
な
わ
れ
た
こ
と
に
な
っ
て
い
る
が
、
『
明
細
帳
』

を
繰
っ
て
い
け
ば
、
も
っ
と
前
か
ら
交
換
会
が
開
催
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
試
み
に
、
甲
一
号
（
明
治
二
四
年
一
○
月
～
明
治
二

再
刷
り
な
ど
の
異
板
に
つ
い
て
は
未
見
で
あ
る
。
『
唯
識
大
意
発
揮
』
の
入
手
経
路
に
つ
い
て
は
「
巳
二
月
廿
二
日
交
換
会
下
卯
ョ
リ

入
ム
ル
メ
替
」
、
す
な
わ
ち
明
治
二
六
年
二
月
一
三
日
開
催
の
交
換
会
に
お
い
て
下
卯
（
下
村
卯
之
助
）
よ
り
一
部
二
○
銭
で
入
手
し

た
も
の
で
、
店
売
り
の
ば
あ
い
は
三
○
銭
、
沢
吉
（
沢
田
吉
左
衛
門
）
に
は
二
六
銭
で
卸
し
て
い
る
。
「
ム
ル
メ
替
」
と
あ
る
の
は
、
二

○
銭
分
の
書
籍
と
交
換
し
た
こ
と
を
あ
ら
わ
し
て
い
る
か
と
思
わ
れ
る
。

て
い
る
か
と
思
し
い
。

２
．
２
交
換
会
と
本
市

右
『
唯
識
大
意
発
揮
」
は
交
換
会
で
入
手
し
て
い
る
が
、
交
換
会
に
つ
い
て
は
次
の
よ
う
な
指
摘
が
そ
な
わ
る
。

明
治
二
六
年
一
月
二
五
日
、
書
籍
商
交
換
会
が
初
め
て
祇
園
牡
丹
畑
で
開
か
れ
、
七
平
（
磯
部
注
丁
子
屋
西
村
七
平
）
は
会
主
下

（
岨
）

村
卯
之
助
を
補
佐
し
た
。
こ
の
会
は
恒
例
と
な
り
、
現
在
も
「
仏
書
交
換
会
」
略
し
て
「
仏
交
会
」
の
名
で
続
け
ら
れ
て
い
る
。
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六
年
六
月
）
か
ら
交
換
会
の
記
事
を
抜
き
出
し
て
み
る
と
、
次
の
よ
う
に
な
る
（
日
付
下
の
書
騨
名
は
会
主
）
。

「
明
細
帳
」
に
お
け
る
交
換
会
記
事
は
、
各
書
籍
標
題
右
橦
に
小
さ
く
「
辰
十
月
六
日
交
換
会
席
丁
九
ョ
リ
買
入
」
と
あ
る
だ
け
な
の

で
、
た
と
え
ば
明
治
二
五
年
二
月
一
○
日
か
ら
一
五
日
の
交
換
会
が
一
回
の
交
換
会
な
の
か
ど
う
か
ま
で
は
判
然
と
し
な
い
。
し
た
が
っ

て
会
期
日
程
や
会
主
の
順
番
な
ど
に
つ
い
て
も
、
同
様
の
理
由
に
拠
り
不
明
で
あ
る
。
ま
た
、
明
治
二
五
年
四
月
か
ら
八
月
の
あ
い
だ
に

明
治
二
五
年
二
月
一
○
日

二
月
一
二
日

二
月
一
五
日

二
月
二
五
日

二
月
二
六
日

三
月
八
日

九
月
六
日

九
月
一
二
日

九
月
二
六
日

一
○
月
六
日

明
治
二
六
年
一
月
二
汽
日

二
月
二
二
日

出
雲
寺
文
次
郎

村
上
（
勘
兵
衛
か
）

丁
子
屋
九
郎
右
衛
門

丁
子
屋
九
郎
右
衛
門

丁
子
屋
七
兵
衛

山
城
屋
佐
兵
衛

丁
子
屋
七
兵
衛

丁
子
屋
九
郎
右
衛
門

丁
子
屋
九
郎
右
衛
門

（
不
明
）

下
村
卯
之
助

下
村
卯
之
助
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も
交
換
会
は
お
こ
な
わ
れ
て
い
た
と
考
え
る
べ
き
な
の
だ
ろ
う
が
、
『
明
細
帳
』
に
は
記
さ
れ
て
い
な
い
。
出
席
し
な
か
っ
た
の
か
、
そ

れ
と
も
記
入
漏
れ
な
の
か
、
こ
れ
ま
た
理
由
は
不
明
で
あ
る
。
交
換
会
じ
た
い
の
出
発
点
も
判
然
と
し
な
い
が
、
京
都
書
籍
商
組
合
の
設

立
が
明
治
二
三
年
の
こ
と
な
の
で
、
お
そ
ら
く
設
立
後
ま
も
な
く
始
ま
っ
て
い
る
か
と
思
わ
れ
る
。
な
お
、
先
ほ
ど
の
引
用
文
中
に
み
え

（
必
）

る
「
祇
園
牡
丹
畑
」
と
は
料
亭
の
こ
と
ら
し
く
、
明
治
二
六
年
一
月
二
五
日
・
二
月
一
三
日
の
交
換
会
場
と
し
て
そ
の
名
が
み
え
る
。
明

治
二
五
年
九
月
六
日
開
催
の
交
換
会
は
「
泉
竹
席
」
で
行
わ
れ
た
よ
う
だ
が
、
こ
れ
も
ま
た
料
亭
な
の
だ
ろ
う
。
そ
の
ほ
か
の
交
換
会
場

さ
て
交
換
会
の
実
際
に
就
い
て
み
る
と
、
い
ず
れ
の
交
換
会
で
も
文
栄
堂
は
仏
書
を
交
換
／
入
手
し
て
い
る
。
当
初
か
ら
仏
書
専
門
の

交
換
会
で
あ
っ
た
よ
う
だ
。
た
と
え
ば
明
治
二
五
年
九
月
六
日
開
催
の
交
換
会
に
、
文
栄
堂
が
提
示
し
た
交
換
本
は
以
下
の
五
点
だ
っ
た
。

は
不
明
で
あ
る
。

右
五
点
の
う
ち
、
薄
様
「
往
生
要
集
』
は
未
見
。
『
五
悪
実
験
録
」
は
、
明
治
一
二
年
二
月
刊
『
五
悪
段
因
果
実
験
録
」
の
こ
と
だ

ろ
う
か
。
い
ず
れ
も
文
栄
堂
蔵
版
書
籍
で
あ
る
。
こ
れ
を
も
と
に
交
換
／
入
手
し
た
書
籍
が
、
以
下
の
一
六
点
で
あ
る
。

『
説
教
故
事
因
縁
集
』

『
往
生
要
集
』
薄
様

『
五
悪
実
験
録
」

『
安
心
精
密
弁
」

『
往
生
要
集
勧
導
弁
』

『
説
教
譽
哺
弁
』
表
紙
付

一

五 五五○五五
部部部部部部
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提
示
し
た
交
換
本
五
点
三
五
部
は
、
『
沙
石
集
」
二
○
部
、
「
近
世
大
家
仏
教
演
説
』
一
○
部
、
『
末
代
無
智
講
義
』
五
部
と
交
換
さ
れ

「
八
宗
綱
要
啓
蒙
録
」

「
沙
石
集
』

『
近
世
大
家
仏
教
演
説
』

『
冠
導
倶
舎
論
』

『
三
帖
和
讃
講
述
」

『
末
代
無
智
講
義
』

『
釈
尊
一
代
記
』
銅
版

『
唯
識
論
述
記
」

『
冠
註
五
教
草
」

『
正
信
偶
略
釈
』

『
恵
澄
大
師
御
伝
記
勧
誘
録
』

『
三
部
経
』
丁
九
版
、
白
紙

『
三
部
経
」
黄
紙

『
三
部
経
』
大
形
、
片
カ
ナ
付

『
阿
弥
陀
経
」
大
形
、
片
カ
ナ
付

『
三
部
経
』
小
形
、
片
カ
ナ
付

永
田

永
田

丁丁丁丁丁
九九九九九

丁丁
七七

丁丁丁
七七七

○○○○○五○五三○五五○○○○
部部部部部部部部部部部部部部部部

買
入

交
換

交
換

買
入

買
入

交
換

買
入

買
入

入買
入

買
入

買
入

買
入

買
入

買
入

買
入
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括
弧
内
の
数
字
は
預
か
り
点
数
で
、
書
騨
で
は
興
教
言
院
の
三
三
点
が
も
っ
と
も
多
い
。
預
か
る
部
数
に
つ
い
て
は
幅
が
あ
り
、
興
教

書
院
『
顕
正
活
論
』
一
部
、
顕
道
書
院
『
末
代
無
智
御
文
説
教
」
二
部
な
ど
が
少
部
数
の
例
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
の
対
極
に
佐
々
木

項
目
に
つ
い
て
検
証
す
る
。

た
。
そ
れ
以
外
は
す
べ
て
「
買
入
」
で
あ
る
。
た
ん
に
「
入
」
と
あ
る
の
も
「
買
入
」
と
同
義
か
。
ち
な
み
に
明
治
二
六
年
一
月
二
五
日

開
催
の
交
換
会
（
於
祇
園
牡
丹
畑
、
会
主
下
村
卯
之
助
）
で
は
、
『
善
光
寺
図
会
』
四
五
部
、
『
開
山
一
代
記
』
「
蓮
如
上
人
御
一
代
記
』

『
増
補
科
註
原
人
論
」
各
四
○
部
を
は
じ
め
、
計
四
四
六
部
の
書
籍
を
交
換
本
と
し
て
提
出
し
て
い
る
。
お
そ
ら
く
会
場
の
料
亭
に
持
っ

て
行
っ
た
の
は
見
本
の
一
部
だ
け
で
、
実
際
に
交
換
／
買
い
入
れ
を
し
た
の
は
閉
会
後
で
あ
っ
た
か
と
思
わ
れ
る
。

「
預
物
」
と
は
文
字
ど
お
り
の
意
味
で
、
い
わ
ゆ
る
「
預
け
売
り
／
預
か
り
売
り
」
と
呼
ば
れ
る
商
習
慣
の
こ
と
で
あ
る
。
ま
ず
は
、

そ
の
内
訳
か
ら
。

２
．
３
預
か
り
売
り

前
掲
「
明
細
帳
』
乙
号
の
分
類
項
目
に
「
仏
書
預
物
」
が
あ
る
。
棚
卸
し
の
時
点
で
は
九
三
点
確
認
さ
れ
て
い
る
が
、
本
節
で
は
こ
の

【
書
騨
】
興
教
書
院
（
肥
）
、
顕
道
書
院
（
別
）
、
共
益
義
会
（
Ｍ
）
、
教
育
課
（
６
）
、
垣
沼
甚
七
（
３
）
、
丁
子
屋
九
郎
右
衛
門
・
永

田
支
店
・
鹿
田
静
七
・
吉
岡
平
助
・
興
文
堂
（
１
）

【
著
者
】
加
藤
恵
證
（
７
）
、
佐
々
木
黙
阿
・
楠
潜
龍
・
英
立
雲
・
矢
鳴
豊
丸
・
伊
藤
俊
道
・
大
友
乗
恭
・
平
松
理
英
・
東
寺
柳
井
・

和
多
田
専
心
（
１
）
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預
け
主
の
取
り
分
に
つ
い
て
、
た
と
え
ば
明
治
二
四
年
七
月
に
刊
行
さ
れ
た
興
教
書
院
版
『
仏
教
胄
年
活
演
説
』
は
定
価
六
銭
。
『
明

細
帳
』
に
は
「
活
演
説
セ
メ
ニ
部
」
と
記
載
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
「
セ
メ
」
（
四
銭
）
が
預
け
主
の
取
り
分
に
な
る
の
で
あ
ろ
う
。

こ
の
預
か
り
売
り
は
、
著
者
や
害
騨
か
ら
書
籍
を
預
か
っ
て
い
る
わ
け
だ
か
ら
、
仕
入
れ
に
費
用
が
か
か
ら
な
い
と
い
う
メ
リ
ッ
ト
が

あ
る
。
す
べ
て
を
捌
き
き
る
必
要
も
な
く
、
売
れ
な
け
れ
ば
戻
せ
ば
い
い
の
で
あ
る
。
た
と
え
ば
『
御
裁
断
法
話
」
は
、
明
治
二
五
年
一

○
月
に
顕
道
書
院
か
ら
五
部
預
か
っ
て
い
る
が
、
翌
月
に
そ
の
ま
ま
五
部
戻
し
て
い
る
。
お
そ
ら
く
こ
れ
は
、
一
ヶ
月
と
期
間
を
決
め
て

預
か
り
売
り
を
し
て
い
る
例
か
と
思
わ
れ
る
。
あ
る
い
は
大
友
乗
恭
「
起
信
論
講
述
」
は
、
明
治
二
五
年
九
月
に
一
九
部
預
か
っ
て
い
る

が
、
う
ち
五
部
を
本
家
の
永
田
長
左
衛
門
に
回
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
ば
あ
い
に
も
、
諸
費
用
は
か
か
っ
て
い
な
い
の
だ
ろ
う
。
預
か
り

本
を
買
い
入
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
ら
し
く
、
楠
潜
龍
『
大
経
貫
綜
録
」
は
明
治
二
五
年
八
月
に
三
部
預
か
り
。
翌
月
一
二
日
に
三
○
部
受

け
取
り
、
合
計
三
三
部
を
一
二
円
で
買
い
入
れ
、
「
活
版
版
洋
本
ノ
部
」
に
編
入
し
て
い
る
。

共
益
義
会
か
ら
預
か
っ
た
一
四
点
の
う
ち
の
一
三
点
は
『
日
本
一
』
と
い
う
真
宗
系
の
説
教
雑
誌
で
、
二
号
を
の
ぞ
く
一
号
か
ら
一

四
号
ま
で
を
預
か
っ
て
い
る
。
残
り
の
一
点
は
『
寺
院
明
細
録
』
で
、
明
治
二
五
年
一
○
月
刊
「
真
宗
両
本
願
寺
末
派
寺
院
明
細
録
大
全
』

の
こ
と
。
こ
の
『
明
細
録
大
全
』
の
刊
記
に
は
「
寺
院
明
細
録
並
一
一
日
本
一
雑
誌
大
売
捌
書
蝉
」
が
一
八
津
列
記
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の

な
か
に
「
五
条
通
高
倉
東
へ
入
沢
田
友
五
郎
」
と
あ
る
。
「
寺
院
明
細
録
』
に
し
て
も
『
日
本
こ
に
し
て
も
、
文
栄
堂
は
預
か
り
売

り
を
し
て
い
る
わ
け
で
、
刊
記
に
記
さ
れ
た
売
り
弘
め
害
騨
の
す
べ
て
が
当
該
書
籍
を
「
買
い
取
り
」
で
仕
入
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い

黙
阿

一
一
一
一
口
」

ア
（
》
○

よ
う
で
あ
る
。

「
七
祖
類
文
芳
通
』
二
三
一
部
が
あ
る
が
、
大
部
預
か
り
は
こ
の
一
例
の
み
で
、
伊
藤
俊
道
「
説
教
階
梯
』
・
英
立
雲
「
仏
陀
之
金

が
三
五
部
、
共
益
義
会
『
日
本
一
』
八
号
・
九
号
が
三
○
部
と
つ
づ
き
、
一
○
か
ら
二
○
部
と
い
う
の
が
も
っ
と
も
多
い
よ
う
で
あ
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こ
れ
に
対
し
て
文
栄
堂
は
「
テ
メ
」
と
「
ウ
メ
」
、
す
な
わ
ち
五
銭
か
ら
六
銭
で
売
っ
て
お
り
、
そ
の
差
額
が
文
栄
堂
の
取
り
分
と
な
る
。

預
け
主
に
は
翌
月
、
あ
る
い
は
翌
々
月
あ
た
り
に
支
払
う
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
各
記
事
の
上
に
「
巳
四
払
」
「
午
六
払
」
な
ど
の
朱
印

が
押
捺
さ
れ
て
い
る
。
ち
な
み
に
、
当
初
は
二
部
だ
け
だ
っ
た
「
仏
教
青
年
活
演
説
』
だ
が
、
明
治
二
六
年
四
月
に
一
○
部
、
明
治
二
九

年
に
は
五
部
預
か
っ
て
お
り
、
年
に
三
部
前
後
ほ
ど
の
需
要
が
あ
っ
た
よ
う
だ
。

買
い
取
り
と
預
か
り
売
り
の
境
界
線
に
つ
い
て
、
『
明
細
帳
』
は
何
も
語
ら
な
い
。
預
か
り
点
数
の
多
い
興
教
書
院
や
顕
道
書
院
は
明

治
二
三
年
頃
か
ら
、
共
益
義
会
は
明
治
二
五
年
か
ら
活
動
が
確
認
で
き
る
よ
う
に
、
比
較
的
つ
き
あ
い
の
短
い
書
騨
で
あ
る
。
こ
う
し
た

事
情
が
「
買
い
取
り
」
で
は
な
く
「
預
か
り
売
り
」
と
い
う
方
法
を
選
択
さ
せ
た
の
だ
ろ
う
か
。
あ
る
い
は
単
純
に
、
売
れ
そ
う
だ
／
売

れ
な
さ
そ
う
だ
と
い
う
基
準
に
拠
る
の
だ
ろ
う
か
。
な
お
、
文
栄
堂
の
預
け
売
り
の
記
録
は
『
明
細
帳
』
に
は
み
あ
た
ら
な
い
が
、
『
明

細
帳
』
甲
二
号
か
ら
立
項
さ
れ
る
「
戻
り
本
之
部
」
に
は
、
こ
う
し
た
預
け
売
り
か
ら
戻
っ
て
き
た
書
籍
群
が
記
さ
れ
て
い
る
も
の
と
思

し
い
○本

節
で
は
、
文
栄
堂
の
卸
し
状
況
に
つ
い
て
考
察
す
る
。
た
だ
し
文
栄
堂
流
通
網
の
全
貌
を
提
示
す
る
だ
け
の
デ
ー
タ
と
紙
幅
が
な
い

た
め
、
本
節
で
は
二
、
三
の
例
を
も
っ
て
仏
書
の
卸
し
状
況
を
分
析
し
て
お
き
た
い
と
思
う
。

ま
ず
は
実
用
書
の
例
と
し
て
『
在
家
勤
行
集
』
を
み
て
い
く
。
同
書
に
は
か
な
り
の
需
要
が
あ
っ
た
よ
う
で
、
文
栄
堂
は
ほ
ぼ
毎
月
、

五
○
部
か
ら
一
○
○
部
ほ
ど
刷
り
た
て
て
い
る
。
そ
の
取
り
引
き
相
手
の
ほ
と
ん
ど
は
本
屋
だ
が
、
な
か
で
も
目
に
つ
く
の
は
鹿
児
島
の

吉
田
幸
兵
衛
で
、
毎
年
一
○
○
部
ほ
ど
卸
し
て
い
る
。
お
な
じ
く
熊
本
の
西
村
正
五
郎
、
岩
手
の
木
津
屋
藤
兵
衛
に
も
毎
年
五
○
部
ほ
ど

３
卸
し
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卸
し
て
い
る
が
、
彼
ら
に
共
通
す
る
の
は
、
真
宗
の
盛
ん
な
士
地
に
所
在
す
る
本
屋
で
あ
る
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
。
同
様
の
傾
向
は
、

『
正
信
偶
』
や
『
和
讃
』
な
ど
の
実
用
書
に
お
い
て
も
指
摘
で
き
る
。
吉
田
幸
兵
衛
や
西
村
正
五
郎
の
ほ
か
に
散
見
さ
れ
る
の
は
、
越
後

新
潟
の
樋
口
屋
小
左
衛
門
、
加
賀
大
聖
寺
の
金
松
伊
三
郎
。
陸
中
岩
手
で
は
、
上
述
の
木
津
屋
の
ほ
か
に
、
小
田
嶋
佐
吉
、
郡
司
万
七
が

名
を
連
ね
る
が
、
こ
の
両
名
の
素
性
は
不
明
で
あ
る
。
ち
な
み
に
、
近
八
郎
右
衛
門
（
金
沢
）
刊
行
の
『
在
家
勤
行
集
』
な
ど
は
古
本
屋

で
よ
く
み
か
け
る
書
籍
だ
が
、
お
そ
ら
く
こ
の
近
八
が
北
陸
一
帯
の
真
宗
実
用
書
を
取
り
仕
切
っ
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
教
義
研
究

害
は
と
も
か
く
、
近
八
が
実
用
書
の
卸
し
記
録
に
ま
っ
た
く
姿
を
み
せ
な
い
の
も
、
こ
の
地
域
に
文
栄
堂
の
入
り
込
む
余
地
が
な
か
っ
た

た
め
で
あ
ろ
う
。
近
八
よ
り
は
規
模
の
小
さ
い
金
松
伊
三
郎
（
大
聖
寺
）
と
の
取
り
引
き
が
盛
ん
な
の
も
、
近
八
の
手
垢
が
つ
い
て
い
な

い
と
こ
ろ
へ
の
流
通
を
も
く
ろ
ん
で
の
こ
と
か
も
し
れ
な
い
。
も
っ
と
も
卸
部
数
が
多
く
て
も
一
○
部
前
後
と
い
う
の
は
、
逆
に
近
八
流

通
網
の
規
模
を
物
語
っ
て
い
る
よ
う
に
思
え
る
の
だ
け
れ
ど
。

ま
た
前
槁
で
取
り
上
げ
た
説
教
学
全
書
の
卸
し
先
も
、
真
宗
地
域
が
主
た
る
も
の
で
あ
っ
た
。
明
治
二
六
年
九
月
刊
の
説
教
学
全
書
第

一
編
『
勧
導
薄
照
』
は
、
出
雲
寺
文
治
郎
、
丁
子
屋
九
郎
右
衛
門
、
山
城
屋
佐
兵
衛
、
興
教
書
院
と
の
相
合
で
出
版
さ
れ
た
勧
化
本
。
一

○
○
○
部
作
製
な
の
で
、
文
栄
堂
の
取
り
分
は
二
○
○
部
。
出
雲
寺
か
ら
の
買
い
入
れ
分
一
○
部
を
足
し
た
二
一
○
部
を
完
全
に
売
り
捌

い
た
の
は
、
明
治
二
七
年
七
月
の
こ
と
。
同
書
を
卸
し
た
本
屋
を
列
記
し
て
み
る
と
、
次
の
よ
う
に
な
る
（
括
弧
内
の
数
字
は
卸
部
数
）
。

其
中
堂
（
愛
知
、
妬
）
森
江
佐
七
（
束
泉
、
咽
）
金
松
伊
三
郎
（
石
川
、
蛆
）
、
木
津
屋
藤
兵
衛
（
岩
手
、
岨
）
松
本
善
助
（
大

阪
、
５
）
前
岡
久
五
郎
（
和
歌
山
、
５
）
、
西
村
正
五
郎
（
熊
本
、
５
）
吉
田
幸
兵
衛
（
鹿
児
島
、
５
）
小
田
島
佐
吉
（
岩
手
、

３
）
、
安
達
幾
太
郎
（
島
根
、
３
）
伊
藤
清
九
郎
（
東
京
、
２
）
梅
津
寿
平
（
大
分
、
２
）
、
近
八
郎
右
衛
門
（
石
川
、
１
）
顕

道
書
院
（
大
阪
、
１
）
辛
島
並
家
（
大
分
、
１
）
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相
合
書
騨
を
み
れ
ば
明
ら
か
な
よ
う
に
、
必
ず
し
も
真
宗
に
特
化
し
た
説
教
本
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
が
、
粟
津
義
圭
述
の
勧
化
本
と

い
う
性
格
か
ら
な
の
だ
ろ
う
か
、
岩
手
、
石
川
、
愛
知
に
鹿
児
島
な
ど
、
真
宗
地
域
に
所
在
す
る
本
屋
が
並
ん
で
い
る
。

さ
て
、
こ
う
し
た
実
用
書
の
類
に
対
し
て
、
よ
り
専
門
的
な
研
究
書
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。
「
増
補
原
人
論
」
は
、
明
田
嘉
七
と
の
相
合

で
明
治
一
○
年
に
刊
行
し
た
仏
書
。
記
録
に
拠
れ
ば
、
法
泉
寺
（
大
阪
）
、
地
蔵
寺
（
香
川
）
、
出
石
寺
（
愛
媛
）
に
各
一
部
ず
つ
卸
し
て

い
る
。
他
に
、
同
記
録
に
は
安
覚
寺
・
山
田
寺
の
名
が
記
さ
れ
て
い
る
が
、
い
ま
の
と
こ
ろ
所
在
等
を
明
ら
か
に
し
え
な
い
で
い
る
。
個

人
名
と
し
て
は
、
斉
藤
智
隆
、
小
林
常
阿
、
高
井
元
良
、
玉
置
明
延
と
い
っ
た
名
前
が
み
ら
れ
る
が
、
名
前
か
ら
す
る
と
寺
僧
だ
ろ
う
か
。

ま
た
、
常
陸
中
学
林
、
備
前
中
学
林
、
淡
路
中
学
林
に
も
一
部
か
ら
三
部
卸
し
て
い
る
。
本
屋
で
は
、
森
江
佐
七
（
東
京
、
帥
）
、
梶
田

勘
助
（
愛
知
、
別
）
、
永
田
支
店
（
京
都
、
岨
）
、
前
岡
久
五
郎
（
和
歌
山
、
Ⅲ
）
、
河
合
卯
之
助
（
京
都
、
９
）
と
い
っ
た
名
前
が
並
ん

で
い
る
（
括
弧
内
の
数
字
は
卸
部
数
）
。
こ
の
よ
う
な
研
究
書
の
ば
あ
い
、
地
域
も
本
屋
も
真
宗
に
こ
だ
わ
る
こ
と
な
く
、
他
宗
派
の
寺

院
や
本
屋
と
取
り
引
き
し
て
い
る
の
が
特
徴
で
あ
ろ
う
。
た
と
え
ば
上
述
の
法
泉
寺
の
宗
派
は
真
宗
大
谷
派
だ
が
、
地
蔵
寺
と
出
石
寺
は

真
言
宗
御
室
派
の
寺
院
。
文
栄
堂
は
真
言
宗
と
の
パ
イ
プ
も
多
々
持
っ
て
い
た
ら
し
く
、
た
と
え
ば
明
治
一
三
年
一
二
月
刊
『
冠
導
真
言

名
目
』
は
山
城
屋
佐
兵
衛
よ
り
出
版
さ
れ
た
仏
書
で
、
真
言
宗
の
名
目
二
○
題
に
関
す
る
注
釈
書
。
流
通
先
に
は
前
述
の
出
石
寺
に
加
え
、

高
野
寺
、
総
持
院
、
宝
山
寺
と
い
っ
た
真
言
宗
寺
院
が
並
ん
で
い
る
し
、
そ
も
そ
も
山
城
屋
じ
し
ん
、
真
言
宗
を
柱
と
し
た
仏
書
屋
で
あ

既
述
の
よ
う
に
、
仏
書
の
安
定
し
た
需
要
を
提
供
し
て
い
る
の
は
教
義
経
典
の
普
遍
性
で
あ
り
、
実
用
書
の
よ
う
な
大
量
供
給
を
可
能

に
し
て
い
る
の
は
膨
大
な
数
に
の
ぼ
る
真
宗
信
徒
た
ち
で
あ
ろ
う
。
け
れ
ど
も
、
こ
の
二
点
を
根
っ
こ
で
支
え
て
い
る
の
は
、
こ
う
し
た

真
宗
地
域
に
張
り
巡
ら
さ
れ
た
網
の
目
な
の
で
あ
る
。
文
栄
堂
の
営
業
基
盤
と
な
っ
て
い
た
の
は
、
真
宗
関
係
書
を
と
お
し
て
作
り
上
げ

プ
（
〕
○
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仏
書
屋
と
ひ
と
く
ち
に
い
っ
て
も
、
ひ
と
つ
の
宗
派
だ
け
を
取
り
扱
う
わ
け
で
は
な
く
、
い
ろ
ん
な
宗
派
の
書
籍
を
取
り
扱
う
本
屋
が

ほ
と
ん
ど
で
あ
る
。
そ
の
な
か
で
中
心
と
な
る
宗
派
を
そ
れ
ぞ
れ
有
し
て
い
る
わ
け
で
、
た
と
え
ば
真
宗
本
派
と
永
田
文
昌
堂
や
興
教
書

院
、
真
言
宗
と
山
城
屋
（
藤
井
文
政
堂
）
、
日
蓮
宗
と
村
上
平
楽
寺
の
ご
と
く
で
あ
る
。
そ
し
て
文
栄
堂
に
と
っ
て
は
真
宗
大
谷
派
で
あ

り
、
と
り
わ
け
実
用
書
の
類
が
主
力
商
品
で
あ
っ
た
。
そ
の
流
通
の
網
は
此
方
彼
方
に
張
り
巡
ら
さ
れ
て
い
る
が
、
本
稿
で
全
貌
を
明
ら

か
に
し
た
わ
け
で
は
な
い
。
そ
の
た
め
に
は
、
『
明
細
帳
」
に
記
さ
れ
た
取
引
相
手
の
素
性
を
明
ら
か
に
す
る
作
業
が
残
っ
て
い
る
。

実
は
、
『
明
細
帳
』
に
名
前
は
頻
出
す
る
け
れ
ど
本
屋
と
し
て
の
活
動
が
確
認
で
き
な
い
し
素
性
も
不
明
、
と
い
う
人
物
は
た
く
さ
ん

い
る
。
仏
書
、
と
く
に
実
用
書
の
ば
あ
い
、
本
屋
や
寺
院
の
ほ
か
に
仏
具
屋
な
ど
も
流
通
に
関
わ
っ
て
い
た
は
ず
で
あ
り
、
そ
う
し
た
人

物
が
『
明
細
帳
』
に
記
さ
れ
て
い
る
可
能
性
は
大
で
あ
る
。
一
例
を
挙
げ
て
お
こ
う
。
前
述
の
説
教
学
全
書
第
一
編
『
勧
導
薄
照
」
の
卸

（
咽
）

し
先
に
名
が
み
え
た
、
紀
州
の
前
岡
久
五
郎
。
彼
は
、
高
野
山
の
門
前
に
店
を
構
え
て
い
た
土
産
物
屋
だ
っ
た
と
い
う
。
前
岡
の
出
版
物

に
高
野
山
絵
図
が
多
い
の
も
、
士
産
物
屋
と
い
う
性
格
を
よ
く
物
語
っ
て
い
よ
う
。
前
述
の
、
陸
中
岩
手
に
所
在
し
た
小
田
嶋
佐
吉
や
郡

司
万
七
、
あ
る
い
は
越
中
富
山
の
宮
本
幸
助
な
ど
も
素
性
不
明
の
人
物
だ
が
、
彼
ら
も
前
岡
と
お
な
じ
よ
う
に
士
産
物
屋
だ
っ
た
り
、
あ

る
い
は
仏
具
屋
だ
っ
た
り
す
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
こ
う
し
た
可
能
性
も
含
め
て
、
文
栄
堂
流
通
網
の
全
体
像
の
解
明
は
次
の
課
題
と
し

た
い
。

ら
れ
て
い
っ
た
流
通
網
な
の
で
あ
っ
た
。

戸

注

お
わ
り
に
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（
７
）
安
野
一
之
氏
の
御
教
示
に
拠
る
。

（
８
）
銅
版
草
双
紙
の
史
的
展
開
に
つ
い
て
は
、
拙
槁
「
銅
版
草
双
紙
考
」
（
『
近
世
文
芸
』
第
七
五
号
、
日
本
近
世
文
学
会
、
二
○
○
二
年
一
月
）
を
、

銅
版
草
双
紙
刊
行
書
目
に
つ
い
て
は
拙
槁
「
銅
版
草
双
紙
書
目
年
表
稿
（
上
）
」
（
『
教
育
・
研
究
』
第
一
五
号
、
中
央
大
学
附
属
高
等
学
校
、
二

○
○
一
年
一
二
月
）
お
よ
び
「
銅
版
草
双
紙
書
目
年
表
稿
（
下
）
」
（
『
中
央
大
学
大
学
院
論
究
』
（
文
学
研
究
科
篇
）
第
三
四
号
、
中
央
大
学
大

学
院
、
二
○
○
二
年
三
月
）
を
参
照
ね
が
い
た
い
。

（
９
）
「
日
本
出
版
史
料
』
第
九
号
、
日
本
出
版
学
会
・
出
版
教
育
研
究
所
共
編
、
日
本
エ
デ
ィ
タ
ー
ス
ク
ー
ル
出
版
部
発
行
、
二
○
○
四
年
五
月
。

（
岨
）
浄
土
宗
学
校
松
山
支
校
志
水
海
運
宛
「
〔
教
科
書
採
用
御
願
書
〕
」
、
『
新
版
彫
刻
控
』
所
収
。
京
都
支
校
予
備
科
で
は
す
で
に
採
用
し
て
い
る
旨

（
５
）
京
都
出
版
史
編
纂
委
員
会
編
『
京
都
出
版
史
明
治
元
年
ｌ
昭
和
二
十
年
』
、
京
都
出
版
史
刊
行
会
、
一
九
九
一
年
、
六
二
七
頁
。

（
６
）
西
村
七
兵
衛
（
法
蔵
館
五
代
目
）
「
老
舗
出
版
社
の
歩
み
か
ら
見
る
近
代
京
都
の
出
版
史
」
、
『
図
書
館
き
ょ
う
と
』
第
四
○
号
、
京
都
府
立
図

書
館
、
二
○
○
三
年
一
月
。

（
２
）
鈴
木
俊
幸
「
仕
入
印
と
符
牒
」
（
『
紀
要
』
文
学
科
八
五
号
〈
通
巻
一
八
○
号
〉
、
中
央
大
学
文
学
部
、
二
○
○
○
年
二
月
）
が
、
書
籍
に
残
さ

れ
た
仕
入
印
や
符
牒
記
事
を
も
と
に
し
て
如
上
の
問
題
を
論
じ
て
い
る
。
け
れ
ど
も
、
す
べ
て
に
押
捺
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
仕
入
印
か
ら

実
態
を
論
じ
る
た
め
に
は
膨
大
な
数
の
書
籍
に
目
を
通
さ
ね
ば
な
ら
な
い
な
ど
、
問
題
は
多
い
。

（
３
）
浅
岡
邦
雄
「
明
治
期
出
版
社
の
所
得
税
額
」
、
「
総
合
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
研
究
』
第
一
八
○
号
、
東
京
社
、
二
○
○
二
年
四
月
。

（
４
）
日
本
全
国
商
工
人
名
録
発
行
所
編
纂
、
明
治
三
一
年
一
二
月
再
版
。
京
都
府
「
書
籍
商
及
新
聞
雑
誌
」
の
項
、
ろ
ノ
五
七
頁
。
こ
の
項
目
に
は

一
六
津
列
記
さ
れ
て
い
る
の
だ
が
、
う
ち
「
朝
日
新
聞
京
都
支
局
／
太
田
権
七
」
は
「
新
聞
雑
誌
商
」
で
あ
る
た
め
、
考
察
の
対
象
か
ら
は
ず
す

（
１
）
『
日
本
出
版
史
料
』
第
一
○
号
、
日
本
出
版
学
会
・
出
版
教
育
研
究
所
共
編
、
日
本
エ
デ
ィ
タ
ー
ス
ク
ー
ル
出
版
部
発
行
、
二
○
○
五
年
一
○

（
Ⅱ
）
『
入
銀
帳
』
記
載
の
記
事
「
今
般
陳
本
山
教
育
課
蔵
版
害
籍
売
捌
仕
候
問
…
…
」
（
年
記
な
し
）
に
拠
る
。

（
岨
）
浅
岡
邦
雄
「
「
同
盟
医
書
販
売
組
合
」
設
立
文
書
に
関
す
る
一
考
察
」
、
「
日
本
出
版
史
料
』
第
九
号
、
日
本
出
版
学
会
・
出
版
教
育
研
究
所
共

編
、
日
本
エ
デ
ィ
タ
ー
ス
ク
ー
ル
出
版
部
発
行
、
二
○
○
四
年
五
月
。

月
○

が
記
さ
れ
て
い
る
。

こ
と
に
し
た
。
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【
付
記
】
調
査
に
際
し
て
ご
高
配
を
賜
っ
た
京
都
大
学
附
属
図
書
館
に
深
謝
申
し
上
げ
る
。
な
お
本
稿
は
、
平
成
一
九
年
度
特
別
研
究
員
奨
励
費
に
よ

る
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。

（
肥
）
西
村
明
編
『
仏
教
害
出
版
三
六
○
年
』
、
法
蔵
館
、
一
九
七
八
年
、
一
九
頁
。

（
Ⅲ
）
西
村
七
兵
衛
氏
の
御
教
示
に
拠
る
。

（
蛆
）
藤
井
聲
舟
氏
（
藤
井
文
政
堂
）
の
御
教
示
に
拠
る
。
ち
な
み
に
前
岡
久
五
郎
の
所
付
は
、
「
紀
伊
国
伊
都
郡
高
野
村
大
字
高
野
山
二
三
五
番
地
」

（
明
治
二
三
年
八
月
刊
「
声
明
集
』
刊
記
）
と
な
っ
て
い
る
。
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